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【背景・目的】

病院・診療所と保険薬局との連携の必要性が言われて久しいが、厚生労働省が目指しているかかりつけ保険薬局と医療機関との連携はまだ十分とは言えない。来局時や電話相談等で薬剤師が得られる患者情報は多いが、病院・診療所へフィードバックする機会がほとんどないのが現状である。患者情報をフィードバックできれば、次回の診察に反映することができるようになると考える。
レンバチニブは2018年3月に切除不能な肝細胞癌の効能効果を追加取得し、より多くの患者に使用されるようになった薬剤である。しかし、副作用が多く発現時期も多岐にわたり、服用中に不安を感じる患者も多い。副作用に対する予防措置や適切な早期対応で治療を継続し、治療効果を十分に得られるようにするため、2019年8月より佐賀大学医学部附属病院（以下佐賀大学病院）と連携して薬局による「テレフォンフォローアップ」（以下TF）を行っている。
【方法】

入院中よりレンバチニブ導入となった患者に対し、外来通院治療に切り替え後、次回受診までの中日（なかび）に電話にて服用状況・副作用等の聞き取りを行う（TF）。TFには情報共有シートを用いる。聞き取った内容は副作用の有無にかかわらず佐賀大学病院へ文書または電話にて情報提供を行う。
【結果】
当薬局では2名の患者に対して、TFを4か月間で計8回実施した。重篤な副作用による緊急受診に繋がる症例はなかったが、「重篤」と分類される副作用は3件あり、それらは短期休薬、減量へと繋がった。
TFでは時間をかけて話を聞くことができるため、より多くの患者情報を得る事ができた。また、処方医へのフィードバックにより、受診前に服用状況・副作用等を把握できるため、診察がスムーズになったと患者より発言もあった。
【結論・考察】

今回紹介したレンバチニブのTFはあくまで一例である。多種多様な薬剤が市場されている現在では、今回のような薬局と医療機関との連携は今後さらに必要となっていくだろう。また、来局時のみでなく、処方期間の中日に薬局主導でフォローアップを行うことは、患者の新たな情報を得ることが可能であり、病院と患者の橋渡しが出来るという点で大変有意義であると思われる。
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